議題１　　　　令和４年度　静教研事業のまとめ

～ 研究大会の開催方法の多様化 ～
Ⅰ　三大事業

１　研究大会
20研究部が８月３日（水）・４日（木）の基準日に、小規模校研究部は、「東海・北陸地区へき地教育研究大会」を兼ねて11月17日（木）・18日（金）に研究大会を開催した。
今年度は、感染症対応と旅費対応の二つが事前の大きな課題となった。「旅費が出ないと会員の多くが参加を諦めざるを得なくなる」「参加者が少ないと大会として成り立たなくなる」という状況を解消するために、集合開催を予定していた研究部は、オンライン開催（ライブ配信・オンデマンド配信）に切り替えたり、オンラインとオフラインのハイブリット型開催に変更したりした。また、どの研究部も発表者や司会者・助言者等の役員の旅費を部費で負担するという措置を講じた。
幸いにも、感染症も旅費の問題も大きな支障を来すことなく、各研究部が予定通りに研究大会を開催できた。結果として、ハイブリッド型の開催と、オンラインによる開催（特にライブ配信）が大幅に増えた。また、参加者からも「参加方法の選択、参加の保障がなされて有り難い」「オンライン開催の内容や方法が工夫されていて、充実していた」「集会形式による夏季大会に参加できて学びが膨らんだ」「オンライン開催により複数の研究部の大会が視聴でき、会員のメリットを実感した」といった感想が多く寄せられた。これらは今年度の大きな成果であり、今後の開催の方向性や課題の確認ができた。
２　調査研究活動

　　　 (1) 事務局　 県統計グラフコンクール、小学校国語・算数定着度調査
    　 (2) 各研究部　 各地域における研究集会・研修会等の開催、全国大会等への参加
(3) 国語教育研究部　 小学校国語定着度調査（県下99.9％の公立小学校が参加）
(4) 書写育教育研究部　 県席書コンクール、県書き初めコンクール
(5) 数学教育研究部　 小学校算数定着度調査（県下99.9％の公立小学校が参加）
(6) 技術・家庭科教育研究部　 県中学生創造ものづくり教育フェア
(7) 英語教育研究部   県英語弁論大会
(8) 学校図書館研究部　 県読書感想文コンクール、県読書感想画コンクール
３　研究成果刊行
　　　 (1) 事務局　『静教研だより』6月号(№125)、9月号(№126)、1月号(№127)を発行
　　　　　　　　　　　 『研究冊子（ときめき かかわり 未来へつなぐ）』（№53）を11月末に発行

    　 (2) 各研究部　 各研究部の予定に基づいて部報・研究集録等を発行
Ⅱ　その他

１　研究助成
　　 昨年９月の第２回理事会での審査により、下記の研究助成が承認された。
　　 ・尾崎弘剛　教諭（社会科教育研究部：静岡市立東中学校）
・野口　厚　校長（理科教育研究部：三島市立南中学校）
     　※助成者の研究論文は、来年度の研究冊子「ときめき かかわり 未来へつなぐ」（№54）に掲載。
２　会員以外の参加受け入れ（浜松市、県立特別支援学校、私立小中学校）
・退会している浜松市や、県立特別支援学校と私立小中学校については、所定の手続きを済ませた参加希望校に対して、静教研の調査研究活動への参加を受け入れた。
３　各種の研修会・会合

・理事教育研修会…３回　　　　・会計監査会…１回　　　　　　・評議員教育研修会…１回
・研究部代表者研修会…３回　　・夏季大会事前研修会…１回  　・研究部委員研修会…３回

・各部代表委員研修会…１回    ・定着度調査研修会…２回　　　・定着度調査監修会議…５回
・在り方検討委員会…２回　　　・協定に関する浜松市教研との合同会議…１回
